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 ペロブスカイト型マンガン酸化物は Mn の平均価数が 3.5 のとき、低温で電荷整列現象を

示して絶縁体になる。しかし、Mn の一部を Cr で置換すると、 
低温で電荷整列相と強磁性金属相が共存した状態になる[1]。 
二相が共存しているときの電子状態を調べることを目的として、 
Pr0.5Ca0.5MnO3の Mn を Cr で 3％置換した Pr0.5Ca0.5Mn0.97Cr0.03O3 

の STM による測定を行った。また、低温で単純な強磁性金属に 
なる Pr0.6Sr0.4MnO3も参考試料として測定を行った。I-V 測定 
は 1.0×1.0μm の範囲内の異なる場所で複数回行った。 
 図 1 は四端子法による各試料の抵抗率温度依存性の測定結果 
である。Pr0.5Ca0.5MnO3の抵抗率は電荷整列温度 Tco=220K で 
異常を示し、さらに低温に向けて発散的に増大していく。 
しかし Pr0.5Ca0.5Mn0.97Cr0.03O3は約 150K まで増加 
するがその後急激に減少し、これは強磁性金属への 
転移に対応する。Pr0.6Sr0.4MnO3の抵抗率は強磁性 
転移温度 Tc=297K で異常を示し低温に向かって 
減少していく。 
 へき解した各試料に 1350℃で 12h アニールを行った 
ところ図 2,3 の AFM 像の断面図に示すように試料の表 
面の平坦性が改善された。このアニールした表面を 
用いて、室温での Pr0.6Sr0.4MnO3の I-V 測定を行った。 
(図 1 青三角)図 4 に示すように測定場所によらずほぼ再現性があることがわかった。 
 しかし、図 5 のように室温での Pr0.5Ca0.5Mn0.97Cr0.03O3の I-V 測定(図 1 赤三角)において

は、探針-試料間距離により dI/dV の形が異なることがわかった。このことは、dI/dV によ

って電荷整列相と強磁性相を区別することが難しいことを意味する。よって、現時点で

Pr0.5Ca0.5Mn0.97Cr0.03O3の I-V 測定から二相共存状態の情報を得ることは困難である。 
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図 4.室温での annealed  Pr0.6Sr0.4MnO3の dI/dV-V 図 

図 1.各試料の抵抗率温度依存性 

図 3. アニール処理をした 

図 5 .室温での annealed  Pr0.5Ca0.5Mn0.97Cr0.03O3の  

1.0nm 

図 2. アニール処理をしていない 

探針-試料間距離を変化させたときの dI/dV-V 図 

Pr0.5Ca0.5Mn0.97Cr0.03O3の表面の AFM 像の断面図 

Pr0.5Ca0.5Mn0.97Cr0.03O3の表面の AFM 像の断面図
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